
接
的
抹
制
に
依
っ
て
の
み
多
少
所
期
の
日
的
む
通
し
裡

る
ほ
過
ぎ
相
と

い
っ
て
ゐ
る
｡

兎
杓
す
る

一
方
に
聯
邦
及
び
州
の
ー代
表
磯
鋤
は
資
源

保
存
の
薯
際
運
動
を
研
究
し
教
導
す
る
活
動
を
持
縛
し

膝

脹す
る
飴
地
が
充
分
は
あ
る
｡
而
し
て
特
に
宜
敷
き

も
の
は
善
用
し
て
躯
業
者
側
の
協
調
カ
を
鼓
舞
激
励
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

北
米
<
;
東
研
に
於
で
は
今
や
他
岡
に
於
け
る
資
源
保

存
J運
動
の
桝
給
と
覚
際
-
技
術
的
.
商
業
的
､
政
治
的

方
面
の
排
僻
あ
る
研
究
が

先
づ
以
っ
て
肝
要
で
あ
る
｡

勿
論
歓
雅
巴
緒
鞘
の
鍵
験
も
充
分
研
究
ru
れ
由
ば
な
ら

ぬ
が
､
例

へ
ば
狗
過
の
如
き
は
長
ら
-
此
の
問
題
に
槻

し
て
は
熱
心
な
排
日
を
刷

っ
て
ゐ
る
｡
(
未
完
)

六
甲
山
四
近
の
第
三
紀
暦
と
地
質
構
造
見
撃
要
項

本
桐
は
昭
利
王

.I中
川
月
末
日
日
本
地
訳
解
骨
及
地
球
鮮
岡
見
供
液
相

;-
排
､

帥
戸
-
恥
.i?
-

雑
駁

ガ
耐
'

兄
鮮
参
加
瀬

の
柁
め
に
作
る
｡

所
要
地
形
圃

二
耽
.五
千
分

ri
.
桝
･1=･=
'酬
T1
};
榔
'和

帖'珊
奴
｡

西

宮
-

神

戸
間

大
阪
輝
よ
り
西
す
れ
ば
､
汽
車
は
淀
川
'
猪
名
川
､

武
簸
川
下
流
の
低
牢
な
る
沖
積
地
を
走
る
が
､
衝
-
紘

六
;ll
-
m
鮎
の
節
三
紀
肝
と
地
駅
粘
粒
九
蝉
瀕

.;hlJ

上

清

嘉

次

郎

し
て
六

甲
の
雄
姿
が
車
窓
に
展
開
し
て
-
る
｡
西
甘
輝

に
近
づ
-
頃
か
ら
.
浸
蝕
r
uれ
た
る
北
岡
岩
む
貫
け
る

甲
山
が
北
方
に
見
え
初
め
る
｡
渋
柿
低
量
地
は
三
日
米

前
後
の
段
丘
状
を
な
し
､
花
簡
岩
地
を
練
っ
て
槍
遷
す

三

弧

六

七



地

球

節

二
十
七
容

る
.
汽
革
が
夙
川
を
渡
っ

て'
脊
櫨
榊
の
南
を
過
ぎ
る

と
､
間
も
な
-
蛾
遣
甘
食

が北
窓
に
見
え
る
｡
其
の
後

方
､
切
-
取
ら
れ
つ
J
あ
る
崖
の
砂
塵
貼
士
暦
の
下
僚

か
ら
は

C
o
rbict]ta
cf
.ja
ponica
P
rim
e
､
C
ristal
ia

ptica
ta
(L
ea
c
h)､
A
n
o
do

n
ta
c
f.
ja
p
on
ir,a
C
te
ssi
n
.

其
の
他
の
淡
水
介
の
化

石

､

上
智
か
ら
は

P
e
3ten
t?

k
y
o
e
n
sis
T
ok
u
n
a
g
a
.
R
a
eta
p
u
lc
h
e
tla
(A
d
.
a
nd

R
v
e
.)
T
e
ltin
a
v
est
a
lio
id
e
s
Y
ok
o
y
a
m
a
･其
の
他

十

敗

種
の
海
棲

介
の
化
石

が
出
る
(
中
村
二

九
二
･六
､
地
球
･

山
九
三
六
)0

鹿
屋
の
北
方
は
堪
え
る
荒
鷹
の
山
地
は
､
ハ

イ
カ
ー

に
知
ら
れ
る
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の

11
部
で
､
粗

粒
黒
雲

母
花
柄
岩
ま
わ
成
る
｡
其
の
両

方
は
京
銀
暦
で
我
簡
岩

地
と
は
山
姿
自
ら
典
る
｡
(本
桐
二

九
二
八
)汽
車
は
虎
屋

川
'
任
常
州
､
都
賀
川
'
生
田
川
等
の
扇
状
地
を
過
ぎ

る
が
'
北
方
六
岬
の
急
斜
面
は
商
科
大
撃
､
摩
耶
鋼
索
裁

道
な
ど
に
利
川
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
状
況
が
車
窓
に
入
る
｡

鋼
索
蛾
遭
線
躍
高
二
五
〇
米
附
並
に
は
西
方
'
布
引
貯

水
地
を
斜
断
し

て
延
長

す
る
断
層

の
好
解
出
が

あ
る

(地
球
･
.i
九
三
川
)-

妨
三
舵

二三ハ

六
八

三
宮
騨
附
近
は
洪
埴
暦
巾
両
手
基
地
が
線
路
に
接
近

L
t
基
地
は
西
に
延
び
て
宇
治
川
峡
悔
hLJ隔

てJ
P
大

倉
山
(
五
六
米
)
に
由
-
｡
大
倉
川
は
副
t4
叩

公曾
堂
趣

設
の
た
め
､
約
二
〇
米
切
-
下
げ
工
却
施
行
中
で
あ
る
O

北
方
奥
平
野
津
水
場
の
西
に
は
操
谷
を
横
断
し
て
､
角

閃
花
閲
岩
上
は

一
大
断
簡
胎
面
が
露
出
L
t
兼
粥
は
長

-
延
長
､南
方
に
向
つ
て
六
〇
鹿
の
傾
斜
を
有
し
､
洪
精

暦
と
の
問
は
幅

一
光
に
近
さ
断
層
粘
土
を
有
す
る
(巨
･相

称
･
い
八
七
九
㌧
地
球
･
.L
九
-二
六
)0

丸

山

近

傍

榊
月
牌
か
ら
自
動
車

を
利
用
せ
ば
､
長
的
-;
低
基
地

の
洪
積
層
の
間
を
縫
ひ
っ
＼

北
西
に
進
み
､
明
見
守

の
花
庸
岩
の
阪
路
を
登
っ
て
､
丸
山
虹
傍
に
到
る
｡
附

妃
は
六
甲
山
塊
の
幅
敦
も
秋
-
､
花
柄
岩
地
は
幅
総
に

二
〇
〇
米
'
北
粥
と
南
某
と
は
花
柄
岩
の
.泣
蝕
両
は
堆

積

せ
る
姉
三
紀
暦
と
洪
積
暦
と
よ

-

成
る
｡

姉
三
配
暦
は
磯
岩
､
砂
岩
を
主
と
し
､
自
色
彬
岩
'

産
衣
岩
､
粗
耐
岩
貿
碇
次
岩
､
頁
岩
の
互
Lk
よ
-
成
-
I

褐
炭
の
薄
層
を
爽
有
し
､
相
方
は
蛸
-
敬
連
す
る
り1
新

.i

..-

.i

.,1.ll..__.t._...､
も

ー,Jl
且



i

-lI
･-I,r

牡
節
三
紀
圏
の
基
底
部
は
刺
沓
す
る
7g
の
と

心
は
れ

る
｡
走
向
北
小火
O
-
六
C
度
束
､
傾
斜
北
叫
に

‥
0
乃

賓
三
〇
度
な
る
も
､
断
暦
多
-
し
て
､
碇
立
す
る
鹿
も

多

い
｡
角
関
北
向
暑
よ
-
成
る
丸
-;
(
一
入
C
米
)
は
姉

三
紀
暦
上
に
衝
上
し
て
存
在
す
る
｡
術
上
構
造
は
削
泉

寺
の
北
よ
む
'
糾
14
有
嘱
電
気
蛾
道
場
越
騨
附
虹
ま
で

南
北
に
延
長
し
､
約

.!
C
O
O
米
飴
に
宜
-
追
跡
し
得

る
が
､
就
中
九
州
南
方

の
切
制
､
九
州
の
柑
聴
､
明
泉

州
横
谷
､
醐
戸
有
馬
電
戟
線
路
の
南
街
等
に
於
t
は
､

土
工
の
た
め
良
好
な
る
蘇
出
を
な
す
.
街
上
面
は
南
北

又
は
北
二
〇
皮
束
に
走
-
､
如
又
は
南
東
に
向
ひ
三
〇

1

.1九
〇
度
の
傾
斜
を
和
す
｡
下
県
の
節
三
紀
暦
は
断
層

の
影
響
を
受
け
て
､
直
立
又
は
轡
仙
す
る
虞
を
見
る

(地

球
･
-
九
三
六
'
桝
+.駈
軸
部
･
.I
九
三
六
'
江
脱
･
一
九
三
七
)｡

高
批
山
(
三

二

〇

･
五
米
)
は
丸
山
の
南
関
に
奪
え
'

粗
粒
黒
雲
付
花
柄
岩
よ
-
皮
-
､
共
の
北
淀
'
帥
麓
等

に
も
街
上
構
造
を
見
る
O
紳
有
電
飯
嶋
越
騨
よ
-
来
車

せ
ば
電
車
は
花
柄
岩
の
谷
令

を
北
上
す
る
｡
附
虹

1
昔

粗
粒
乃
充
小
粒
の
謀
雲
雌
花
掃
岩
で
あ
る
が
､
奇
岩
妙

六
;-
州
凹
虹
の
妨
三
船
肝
と
地
軒
桁
姓
且
聯
獣
胡

批
岩
は
帥
粒
花
柄
岩
よ
-
成
る
U

電
車
は
束
に
北
上
し

て
鈴
蘭
義
輝
に
到
る
｡
騨
附
並
は
第
三
紀
暦
よ
-
成
-

南
方
は
商
業
撃
枚
の
前
は
於
で
花
嗣
岩
を
.L{
整
合
に
被

葦
し
､
北
方
は
小
部
の
北
､
寓
稲
守
の
南
に
於
て
東
関

に
走
る
断
層
を
以
て
花
岡
岩
と
現
す
｡
両
小
部
に
於
で

は
花
観
岩
が
北
方
よ
少
第
三
紀
暦
上
に
衡
上
せ
る
断
暦

の
露
出
地
が
あ
る
｡

山

田

川

流

域

帥
有
電
蛾
箕
谷
騨
附
近
よ
-
､
北
東
六
;-
登
山
口
騨

附
並
に
寅
る
延
長
約
六
粁
窮
､
幅
敢
旗

一
･
二
肝
､
標

高
三
七
〇
米
以
下
'
ほ
iJ
櫛
形
を
を
せ
る
狭
長
な
る
地

域
に
第
三
紀
層
が
あ
る
｡

北
西
方
は
断
暦
を
以
て
流
状

桃
出
､
球
勅
僻
造
の
顕
著
在
る
ポ
基
粗
而
岩
と
境
射
し
､

断
暦
の
露
出
は
下
谷
上
､
上
谷
上
'
京
々
両
峠
附
近
其

他
に
於
で
之
を
見
る
べ
-
､
断
懸
崖
は
ほ
ヾ
直
線
状
の

山
麓
線
と
急
崖
を

1.%
し
､
地
形
に
も
現
は
れ

で
ゐ
る
｡

南
東
方
は
丸
山
(
四

∵
日
.･･九
米
)
'
双
子
両
(
六
〇
五
･
四

求
)
は
石
英
粗
:LZS;
岩
で
､
以
来
は
花
街
岩
よ
-
舵
-
､

叫
中
部
は
断
暦
､
水
牛
部

は
不
整
合
を
以
て
第
三
鮎
屠

二
云

六

九



也

第

二
L
七

径

と
境
す
る
｡

第
三
紀
静
は
向
斜
構
造
か
･tな
し
p
其
の
軸
は
北
西
の

断
層
律
は
近
-
p
概
ね
こ
れ
と
並
逓
す
る
｡
基
底
郷
は

晩
岩
､
髄
炭
質
砂
岩
､
甫
岩
を
主
と
し
､
下
谷
上
の
相

方
､
六
川
翠

川
〓
騨
附
近
並
は
南
東
花
園
岩
は
接
近
す

る
附
近
等
に

露
出
し
'
攻
〟い
で
凝
衣
岩
､
砂
岩
､
激
混

-
砂
岩
､
激
岩
､
白
色
凝
衣
岩
､
質
岩
等
を
以
て
整
各

に
被
覆
さ
る
｡
土
谷
上
の
北
東
出
田
川
底
に
は
約
三
〇

糎
の
原
r
uを
以
七
㌧
黒
色
貫
岩
が
露
出
し
､
薄

dTJ褐
炭

層
も
あ
ゎ
､
胃
岩
中
に
は
植
物
化
石
を
規
減
す

か
(地
球

｡
.i
九
三
六
)0

Q
u
e
rcu
s
s
p
.,

P
o
p
u
tu
s

s
p
.,

C

a
r
p
in
u
s

s
u
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c
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a
t
a

N
a
t
h
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C
o
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o
oo･ra
m

m
e
aff
.
f
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i
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F
6
2
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C
a
r

e
x

?
s

p
.,

S
a

lix
?
s
p
.,

P
in
u
s

s
p
..

F
a
g
u
s

s
p
..
C
a
s

t
a
n
e
a
v
u
首
a
r
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L
a
m
.,
e
t
c
.

こ
れ

等
の
化
石
に
よ
れ
ば
､
附

近
の
第
三
紀

層
は
前

島
撃
土
の
中
新
世
奥
畑
暦
は
対
比
し
得
る
が
如
く
で
あ

る
(や
諭..
也
-.
九
三
北
〕o

弟
二
Ti配
膳
む
不

整

合

に
被
覆
す
る
洪
積
砂
磯
膚
は
'

節
三
挑

二
二八

七

〇

下
谷
上
に
祉
設
の
病
院
に
通
ず
る
道
路
の
切
-
割
に
於

て
､
明
瞭
に
不
整
合
組
む
観
察
し
裡
ね
が
.
今
は
醐
基

基
の
他
の
た
め
に
よ
-
見
え
な
-
な
っ
た
C.
箕
谷
輝
の

南
､

山
の
術
輝
附
鑑
の
両
地
の
花
柄
岩
上
を
捉
ふ
磯

層
p
叉
は
相
方
の
山
田
川
中
流
以
西
に
於
で
第
三
紀
野

上
に
頗
-
分
布
す
る
砂
機
圏
は
､
何
れ
79
同
様
の
排
精

層
で
あ
ら
う
(地
球
二

九
-Lu
大
)0

有
馬
-

窯
場
間

有
馬
附
近
は
主
と
し
て
鉦
晶
質
石
英
粗
面
岩
よ
-
成

-
'
南
方
湯
糟
谷
川
(
七
八
九

･
七
光
)
の
南
に
接
し
､

茄
子
谷
を
北
東
に
､
射
場
的
(
六
九
〇
米
)
の
北
西
中
腹

を
斜
は
､
朝
賓
等
境
内
を
通
過
し
て
北
東
に
延
長
す
る

断
骨
組
を
以
で
､
六
甲
の
花
柄
岩
と
境
す
る
｡
断
層
面
は

六
C
I
八
C
,皮
の
急
傾
斜
を
以
て
商
兼
は
傾
斜
L
t
花

岡
岩
は
上
磐
は
布
衣
す
る
｡
茄
子
谷
は
明
治
三
C
年
の

有
掲
鳴
動
の
放
線
地
で
あ
る
と
呼
ぼ
る
(大
挙

.L
八
九
九
'

比
か
二

九
〇
一
)｡

弧
泉
は
頗
類
泉

に
属
し
､

水
酸
化

地
を
防
離
し
､
泉
水
赤
茶
色
数
量
す
｡
固
形
分
の
最
多

-
､
放
水

-;
立
小

一
九
･五
六
乃
尭
六
宜
･七
C
瓦
､
就



申
､
食
塊
に
冨
み
､

;
IF
･七
二
乃
至
_F
三
･
二

7
先
は

及
ぶ
(ポ
沖
二

九
.1
∬
)｡
湧
用
地
は
二
C
飴
ヶ
所
に
あ
-
､

炭
酸
泉
ー
ラ
ヂ
シ
ム
泉
等
棟
数
に
富

む
｡
泉
渦
は
古r
水
棲

々
曝
化
し
､

一
六
〇
〇
年
頃
は
撮
氏
九
〇
度
と
倖
ふ
れ

ど
､
山
八
東
〇
年
境
は
三
四
-
三
五
虎
は
低
下
し
.
其
後

上
昇
し

て､
-L
九

〇
〇
年
頃
は
四
七
･九
度
'
現
今
は
四

≡
-
四
五
度
で
あ
る

(佐
藤
二

九
三

､
大
森
.
山
九
二
〇
､

枚
搾
｡
.i
九
:1JiM
､
初
日
｡
.i
九
三
.i)
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